
2018年度堀内賞の受賞者 

 

受賞者：鶴田 治雄 (リモート・センシング技術センター) 

研究業績：大気化学的知見を用いた大気環境保全技術の開発への貢献 

選定理由： 

大気化学分野では，グローバルな気候変動の把握と影響解明に向けた温室効果気体のモ

ニタリング調査，あるいは都市規模の大気汚染に関わる化学物質の計測と発生源の探索，さ

らに最近では，原子力発電所の事故に見られるような人為的なイベントにともなう放射性

物質の動態に関する測定調査など，広範な時間空間スケールを持つ様々な事象を対象にし

た観測的研究が現象の実態把握の観点から重要である．鶴田治雄会員は，横浜市公害対策

局・横浜市公害研究所・農業環境技術研究所・東京大学大気海洋研究所・リモート・センシ

ング技術センターに勤務するかたわら，それぞれの時代で社会問題となった主要な課題に

対して自ら積極的に挑戦し，大気化学分野での長年の観測的調査を通して，複数の分野を結

びつける顕著な成果を得てきた． 

まず，最近の大きな貢献としては，大気汚染観測網で得られた浮遊粒子状物質 (SPM: 

Suspended Particulate Matter)試料等を用いた原発事故対応をあげることができる．2011 年 3

月 11日に発生した東北地方太平洋沖地震にともなって福島第一原子力発電所の事故が起こ

り，大量の放射性物質が大気中に放出された．鶴田氏は，日本地球惑星科学連合により開始

された大気中の放射性物質測定に関する緊急対応調査を日本放射化学会などと共同で実施

し，さらに文部科学省が緊急で実施した福島県内の土壌を中心とする放射性物質マップ調

査にも参加して，放置すれば失われてしまう初期の調査データの収集に努めた．特に画期的

な成果は，同氏が発案した世界初ともなる SPM試料を用いた放射性物質の大気中濃度の復

元法である[業績 4]． 

鶴田氏は，横浜市公害対策局などでの経験をもとに，「大気汚染常時監視網での SPM測定

器で使用された大気採取済みテープろ紙の放射能分析をすれば，事故直後の放射性物質の

大気中濃度に関する時空間分布を解明できる」と文部科学省と環境省に対して粘り強く働

きかけ研究事業を実現した．その結果，首都大学東京等と協力して，ろ紙中の放射性物質の

毎時の定量測定法を世界で初めて確立した．この研究では，本来，廃棄することになってい

たテープろ紙を関係機関から提供してもらい，2012 年から本格的な分析と解析を開始した

[11]．現在，福島県を中心とした約 150の SPM地点で，2011年 3月 12- 23日の期間，1時

間毎の放射性セシウム大気濃度が得られており，その解析およびデータ集論文[3]は，原子

放射線の影響に関する国連科学委員会の 2015年と 2016年の白書で，「今後の大気中への放

出・拡散・沈着の分野で必要な研究に大きな貢献をする出版物」と評価されたことは特筆さ

れる．さらに大気輸送モデルの検証データとしても用いられ，モデルの高度化に貢献してい

る[2]．現在，福島第一原発近傍 2地点での貴重なテープろ紙の分析と解析が行われており，

原発周辺での放射性物質輸送の実態が明らかになりつつある[1]． 



また，鶴田氏は旧農業環境技術研究所に在職中に，旧環境庁が IPCCに提出する日本の温

室効果ガス排出量を初めて策定する検討会に参画して，農耕地からの温室効果ガス排出の

測定と制御技術の開発に貢献した．それまでデータがほとんどなかった日本とアジアの農

耕地からのメタンと亜酸化窒素の排出実態調査，およびそれらの排出量推定とその制御技

術に関する調査研究を責任者の一人として主導した[9, 10]．特に，中国，タイ，インドネシ

ア，インドなどのアジア各国での調査研究を現地の研究者と協働して進め，これらの国々に

おける排出の実態を初めて解明して排出量を推定するとともに，その発生要因の研究と排

出抑制技術の開発を行った[8]．特に，微生物学，農学，土壌肥料学などの分野の研究者との

協働により，微生物起源の排出評価の改良を行った[5, 6, 7]．2002年からの 4年間には，国

連気候変動枠組み条約の農業分野の専門家として，各国の排出量推計が正しく行われたか

を審査する審査団に参加し，各国に問題点を指摘し勧告を行った．これらの技術は，その後

の改良を経て算定手法として確立され，各国の排出インベントリ作成に使用されており，そ

の後の地球温暖化研究と対策に貢献している． 

さらに，研究はアジア域の大気汚染にも向けられた．日本の首都圏だけでなく，アジアで

は 1990年代から急速な大都市および工業化にともない大量の汚染物質が大気中に排出され，

越境汚染や気候変動に及ぼす影響が問題となってきた．この現象の気候影響を把握するた

めの観測計画などに参加して，アジア域での広域大気汚染現象の把握とその光学特性につ

いて測定・解析を行い，実態解明に貢献した[12]．特に，酸性雨の成因や局地風循環など輸

送過程の解明について，実測データに基づく研究で大きな貢献を果たした． 

以上のように，鶴田氏は長年にわたって大気化学の立場から大気環境問題の研究に取り

組み，その保全技術の開発に大きく貢献してきた． 

以上の理由により，日本気象学会は鶴田治雄氏に 2018年度堀内賞を贈呈するものである． 
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